
 

 

 

 

          

夏
なつ

休
やす

みを前
まえ

にして防
ぼう

犯
はん

教
きょう

室
しつ

を開
かい

催
さい

いたしました。 

講
こう

演
えん

主
しゅ

題
だい

 

「夏
なつ

休
やす

みに向
む

けて考
かんが

えてほしいこと」  

        ～自
じ

分
ぶん

にも他
た

人
にん

にも優
やさ

しく～ 

大和中
やまとちゅう

学校
がっこう

生徒
せ い と

のみなさんが楽
たの

しい夏
なつ

休
やす

みを楽
たの

しく過
す

ごしてもらうために夏
なつ

休
やす

みを前
まえ

に注意
ちゅうい

してほしいことを大和
や ま と

警察
けいさつ

署
しょ

生
せい

活
かつ

安
あん

全
ぜん

課
か

少 年 係
しょうねんがかり

松本
まつもと

係 長
かかりちょう

にお話
はな

しいただきました。暑
あつ

い夏
なつ

を前
まえ

に、大
や

和
まと

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と

のみなさんに聞
き

いてほしい

ことを熱
あつ

く語
かた

る松
まつ

本
もと

係
かかり

長
ちょう

のお話
はなし

をみんなが熱
ねっ

心
しん

にきいていて、安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

な夏
なつ

休
やす

みを送
おく

ることを約
やく

束
そく

してくれました。講
こう

演
えん

内
ない

容
よう

は SNS での危
あぶ

ない話
はなし

に乗
の

らない

ことや夜
よる

遅
おそ

くで歩
ある

かないこと、そして友達
ともだち

と楽
たの

しい夏
なつ

休
やす

みを過
す

ごすためにお話
はな

しし

てくれたことは、昨
さく

年
ねん

の高
こう

校
こう

野
や

球
きゅう

神
か

奈
な

川
がわ

大
たい

会
かい

の慶
けい

應
おう

義
ぎ

塾
じゅく

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

の主
しゅ

将
しょう

の選
せん

手
しゅ

宣
せん

誓
せい

の言
こと

葉
ば

を紹
しょう

介
かい

しながら友
とも

達
だち

とのかかわり方
かた

についても教
おし

えてくださいました。 

以
い

下
か

がその選
せん

手
しゅ

宣
せん

誓
せい

の言
こと

葉
ば

です。 

「選
せん

手
しゅ

のみなさんにお願
ねが

いがあります。今
こん

大
たい

会
かい

中
ちゅう

、お互
たが

いのチームの好
こう

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

に

対
たい

して拍
はく

手
しゅ

や歓
かん

声
せい

を送
おく

り、称
たた

え合
あ

うことをしませんか。試
し

合
あい

の中
なか

でお互
たが

いを認
みと

め合
あ

い試
し

合
あい

の後
あと

、このチームと戦
たたか

うことができて良
よ

かった。そう思
おも

える良
よ

い試合
し あ い

が続
つづ

く、そんな最高
さいこう

の大会
たいかい

にしませんか。」この選手
せんしゅ

宣誓
せんせい

をもとに松本
まつもと

係 長
かかりちょう

が大和中
やまとちゅう

学校
がっこう

の生徒
せ い と

が夏
なつ

休
やす

みを楽
たの

しくおくるための生
せい

徒
と

宣
せん

誓
せい

を創
つく

ってくださいました。 

 

大
やまと

和中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 夏
なつ

休
やす

み 生
せい

徒
と

宣
せん

誓
せい

 

「異
こと

なる考
かんが

え方
かた

や価
か

値
ち

観
かん

であっても、イライラしないでお互
たが

いの言
こと

葉
ば

や態度
た い ど

に（心
こころ

の中
なか

で）拍手
はくしゅ

や歓声
かんせい

を送
おく

り、たたえ合
あ

うことにしません

か。お互
たが

いを認
みと

め合
あ

い、この仲間
な か ま

・友達
ともだち

と共
とも

に同
おな

じ大
や

和
まと

中
ちゅう

学校
がっこう

で過
す

ご

すことができて良
よ

かった。そう思
おも

える良
よ

い毎
まい

日
にち

が続
つづ

く。そんな大
や

和
まと

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

にしませんか。」 
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安全
あんぜん

で楽
たの

しい夏
なつ

休
やす

みを送
おく

るには、気
き

を付
つ

けなければならないことがたくさんあります。 

今回
こんかい

のお話
はなし

をきいて、危機
き き

管理
か ん り

について気
き

持
も

ちが引
ひ

き締
し

まった生
せい

徒
と

が多
おお

くいるようです。 

また、大
や

和
まと

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

夏
なつ

休
やす

み生
せい

徒
と

宣
せん

誓
せい

については、みんなが仲
なか

良
よ

く楽
たの

しい夏
なつ

休
やす

みを送
おく

るた

めに 大
たい

切
せつ

なことです。保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

におかれましても、ご家
か

庭
てい

でのルールをいま一
いち

度
ど

確認
かくにん

していただき、安全
あんぜん

な夏
なつ

休
やす

みが過
す

ごせますようご家
か

族
ぞく

でお話
はなし

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒
せ い と

のみなさんの感想
かんそう

 
 

〇子
こ

どもでも犯
はん

罪
ざい

を犯
おか

したら捕
つか

まるということがわかって、改
あらた

めて子
こ

どもでも

大人
お と な

でも犯罪
はんざい

は絶対
ぜったい

したらいけないことだなと思
おも

いました。 

〇夏
なつ

休
やす

みの前
まえ

に話
はなし

を聴
き

けて良
よ

かったです。犯
はん

罪
ざい

にかかわらないためにもネットや

知
し

らない人
ひと

への警
けい

戒
かい

を怠
おこた

らないようにしたい。 

〇今日
き ょ う

の話
はなし

で、家出
い え で

は嫌
いや

なことがあっても良
よ

くないことで自
じ

分
ぶん

にメリットがない

とわかり家出
い え で

は何
なに

があってもしないと決
き

めました。あと夜
よる

遅
おそ

くまで遊
あそ

びに行
い

くの

は控
ひか

えようと思
おも

いました。 

〇SNS が当
あ

たり前
まえ

の今
いま

の時
じ

代
だい

、その当
あ

たり前
まえ

の分
ぶん

、いつも危
き

機
き

感
かん

をもって扱
あつか

うよ

うにする。 



 

「みんなでみんなが楽しい学校を創るために」 

みんなで考えました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなが楽
たの

しい学校
がっこう

生活
せいかつ

」はひとり一人
ひ と り

がみんなの違
ちが

いをわかって 

 ひとり一人
ひ と り

を大
たい

切
せつ

にしていくところから始
はじ

まります。そして、きれい

な教室
きょうしつ

も楽
たの

しい学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

には必要
ひつよう

です。ひとり一人
ひ と り

ができることを 

やっていこうとみんなで考
かんが

えました。考
かんが

えたことを2
２

学
がっ

期
き

から 

全
ぜん

校
こう

の学
がっ

活
かつ

で、みんなでみんなが楽
たの

しい学
がっ

校
こう

を創
つく

るためにできることを 考
かんが

えました。四つ
よ つ

葉
ば

の

クローバー
く ろ ー ば ー

はそれを実現
じつげん

するための4
４

つのテーマ
て ー ま

です。一
ひと

つ一
ひと

つのテーマ
て ー ま

について、ひとり一人
ひ と り

がで

きることを考
かんが

えてみました。生
せい

徒
と

のみなさんからでた意
い

見
けん

は以
い

下
か

の通
とお

りです。 

みんなで協力する 

ポジティブにする 

マイナス発言をしない 

授業中に勝手に私語をしない 

学びに集中する 自主的に考える 

人の発言を聴く 

前向きな声掛け  友達を大切にする 

暴言を言わない  思いやり 

掃除をしっかりする 

床にごみが落ちていたらひろう 

自分のものの整理整頓をする 



実
じっ

行
こう

していきましょう。 

人権の作文・ポスターを描いて 大切なことを発信します。 
 

 

今
ことし

年も夏
なつ

休
やす

みに人
じん

権
けん

について考
かんが

えてもらいます。 

みんなが平
へい

和
わ

に暮
く

らしていくためには、今
いま

、みんながしあわせでなければ 

この先
さき

の世界
せ か い

が平和
へ い わ

にはなりません。 

今
いま

、自
じ

分
ぶん

たちにとって考
かんが

えなければならないこと、自分
じ ぶ ん

たちが自分
じ ぶ ん

たちらしくいること 

そういう大
たい

切
せつ

なことを考
かんが

えて発
はっ

信
しん

してもらいます。 

ご家
か

庭
てい

でも話
はな

し合
あ

っていただいて、作品
さくひん

へのヒント
ひ ん と

になるようにご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いいたしま

す。 

ポ
ぽ

ス
す

タ
た

ー
ー

か作
さく

文
ぶん

は事
じ

前
ぜん

に選
えら

んでいます。 

提
てい

出
しゅつ

は9
９

月
がつ

1
１

日になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校
がっこう

閉庁
へいちょう

日
び

について 

令
れい

和
わ

８年
ねん

８月
がつ

１０日
にち

（月）～１５日
にち

（土）は学校
がっこう

閉庁
へいちょう

日
び

になります。 

事
じ

故
こ

等
とう

で緊
きん

急
きゅう

を要
よう

す
す

る
る

場
ば

合
あい

は、大
やま

和
と

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に連
れん

絡
らく

（８時 30分～17時 15分）。 

 連絡先 学
がっ

校
こう

施
し

設
せつ

に関
かん

すること   教
きょう

育
いく

総
そう

務
む

課
か

 046-260-5203 

           転
てん

入
にゅう

・転
てん

出
しゅつ

に関
かん

すること 学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

 046-260-5208 

 

 

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

への連
れん

絡
らく

 

学
がっ

校
こう

閉
へい

庁
ちょう

日
び

を除
のぞ

く平
へい

日
じつ

８
８

時
じ

3
３

0
０

分
ふん

～1
１

7
７

時
じ

にお願
ねが

いします。 

平日
へいじつ

夜間
や か ん

や土日
ど に ち

祝日
しゅくじつ

、閉庁
へいちょう

日
び

時間外
じかんがい

で緊急
きんきゅう

を要
よう

する場
ば

合
あい

は、次
つぎ

の連絡先
れんらくさき

になります。 

大和中
やまとちゅう

学校
がっこう

時間外
じかんがい

専用
せんよう

ダイヤル
だ い や る

：070-6557-6605 

なお、部活動
ぶかつどう

に関
かん

する連
れん

絡
らく

は、各部
か く ぶ

で確認
かくにん

している方法
ほうほう

でご連
れん

絡
らく

ください。 

夏
か

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

中
ちゅう

の連
れん

絡
らく

について 

 


